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札幌保健科学雑誌　第６号　53ʵ57（2017）

報　࣬

フィンランΡにおけるネウδラと精神ش医療連携に関する視ख़報࣬

澤田いずみ1）Ȃֹব　ખ2）Ȃ池田　望3）Ȃಅ田ၖ江3）Ȃ森元ၦ文3）Ȃऎ藤智美1）Ȃ松山清治3）

1）ढ़ི医ش大学保健医療学部看護学ش　　 
2）ढ़ི医ش大学医学部神経精神医学࣒座　 
3）ढ़ི医ش大学保健医療学部作業療法学ش

　フィンϥンドのクオピオࢢを訪れ、日本で課題となͬているਫ਼ਆো֐をもつ਌΁の支援にয఺を当て、
ω΢Ϙϥとਫ਼ਆ科医療機関の࿈ܞについてࢹ察を行ͬた。人口໿10ສ人のクオピオࢢは೛්࢈ω΢Ϙϥ11
か所、子どもω΢Ϙϥ16か所があり、೛৷ظ～ब学લの子どもをもつՈ଒を対象に健߁診査・相ஊ支援が
行われていた。ω΢Ϙϥはクオピオ大学ප院ਫ਼ਆ科とີ઀に࿈ܞしており、大学ප院のリハϏリテーシϣ
ンセンターではਫ਼ਆো֐をもつ਌΁のプロάϥムが提ڙされていた。また、ܰ度・中等度のਫ਼ਆো֐につ
いて、医療センターのかかりつけ医（GP）や保健センターのDepression�Nurseによるプϥイマリέアが
行われ、ω΢Ϙϥとの࿈ܞが図られていた。支援と࿈ܞにおいて対࿩がॏࢹされ、支援者とՈ଒全体との
৴頼関係づくりが、ਫ਼ਆো֐をもつ਌΁の支援の基൫となͬていると考えられた。

キーワード：ω΢Ϙϥ　ਫ਼ਆ科医療　子ҭて　࿈ܞ　フィンϥンド

Report on the cooperation between “neuvola” and psychiatric services in Finland

Izumi SAWADA1）ȄŘataųŶ UŌłI2）ȄNoŻomŶ IŌņŅł3）ȄŔatoe TłŌņŅł3）Ȅ 

TaŬaŧŶmi ŎŐœIŎŐTŐ3）ȄTomomi ŔłTŐ1）ȄŌiźoūi ŎłTŔUŚłŎł3）

1）Ŕappoųo ŎediŤaŭ Uniŷeųsitźĭ ŔŤũooŭ oŧ ŉeaŭtũ ŔŤienŤesĭ Ņepaųtment oŧ NŶųsinŨ 
2）Ŕappoųo ŎediŤaŭ Uniŷeųsitźĭ ŔŤũooŭ oŧ ŎediŤineĭ Ņepaųtment oŧ NeŶųopsźŤũiatųź 
3）Ŕappoųo ŎediŤaŭ Uniŷeųsitźĭ ŔŤũooŭ oŧ ŉeaŭtũ ŔŤienŤesĭ Ņepaųtment oŧ ŐŤŤŶpationaŭ Tũeųapź

Ře ŷisited tũe Ťitź oŧ ŌŶopio in Ňinŭand to stŶdź tũe sźstem oŧ Ťoopeųation ţetŸeen ȨneŶŷoŭaȩ ĩmateųnitź 

ŤŭiniŤs and ũeaŭtũŤaųe Ťenteųs ŧoų źoŶnŨ Ťũiŭdųen Ŷp to tũe aŨe oŧ 5Ī and psźŤũiatųiŤ institŶtions ŧoų tũe 

sŶppoųt oŧ paųents Ÿitũ mentaŭ iŭŭnessesį Tũe popŶŭation oŧ ŌŶopio is appųoŹimateŭź 100ĭ000ĭ and it ũas eŭeŷen 

mateųnitź neŶŷoŭa and siŹteen Ťũiŭd ũeaŭtũŤaųe neŶŷoŭaį Ňųom tũe time oŧ tũe pųeŨnanŤź oŧ tũe motũeų Ŷntiŭ 

tũe Ťũiŭd ţeŨins to Ũo to sŤũooŭĭ tũe neŶŷoŭa ŤondŶŤt peųiodiŤ mediŤaŭ eŹaminations and pųoŷide ŤonsŶŭtation 

and sŶppoųt ŧoų tũe ŧamiŭźį Tũeź Ťoopeųate Ťŭoseŭź Ÿitũ tũe Ņepaųtment oŧ ősźŤũiatųź oŧ ŌŶopio Uniŷeųsitź 

ŉospitaŭĭ and tũe ųeũaţiŭitation Ťenteų oŧ tũe ũospitaŭ oŧŧeųs a ŨųoŶp pųoŨųam ŧoų paųents Ÿitũ mentaŭ iŭŭnesses 

and tũeių Ťũiŭdųenį In additionĭ ŧoų peopŭe Ÿitũ miŭd oų modeųate mentaŭ disoųdeųsĭ tũe Ũeneųaŭ pųaŤtitioneųs in 

the medical center provide primary care and depression nurses in the health center provide help to parents 

Ÿitũ mentaŭ iŭŭnesses in Ťoopeųation Ÿitũ tũe neŶŷoŭaį Tũe impoųtanŤe oŧ diaŭoŨŶe in tũe pųoŤess oŧ sŶppoųt 

and Ťoopeųation is stųessedĭ and it is tũoŶŨũt tũat ŤųeatinŨ a ųeŭationsũip oŧ mŶtŶaŭ tųŶst Ÿitũ tũe Ÿũoŭe ŧamiŭź 

is ŧŶndamentaŭ ŧoų tũe sŶppoųt oŧ paųents Ÿitũ mentaŭ iŭŭnessesį 

Ōeź ŸoųdsȇNeŶŷoŭaĭ ősźŤũiatųź and Ŏentaŭ ŉeaŭtũĭ őaųentinŨĭ ōinŬ Ŕźstemĭ Ňinŭand
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Ⅰȅは ̲ め に

　ฏ成27年度におけるࣇಐ相ஊ所ࣇಐٮ଴対Ԡ件数は10ສ
件を௒え１）、ࣇಐٮ଴༧๷と子ҭて支援のॆ実は大きな課
題となͬている。子どものٮ଴によるࢮ๢事例に関する第
11次検証報告２）では、೛්健診未受診、๬ま͵೛৷、Ոఉ
のෆ和、保護者自身のਫ਼ਆ࣬ױ、ਫ਼ਆෆ安がओたる要Ҽと
してあ͛られ、支援のॆ実の必要ੑが指ఠされている。こ
れを受けて、厚生労働省は、ฏ成29年度のࣇಐ福ࢱ法、母
子保健法等の改正に൐い、ࢢொ村に「子ҭてੈ代แׅ支援
センター」のઃஔをٛ務付けた３）。これは、೛৷ظから子
ҭてظまでの切れ目ない支援の提ڙを目指したもので、フ
ィンϥンドで行われている子ҭて支援システムであるω΢
Ϙϥ（neuvola）をモデルとしている。ω΢Ϙϥは1922年
をݯىとし、1944年には੍度Խされ、フィンϥンド全౔に
ී及している４）。今回、筆者らは、フィンϥンドのクオピ
オࢢを訪れ、日本で課題となͬているਫ਼ਆো֐をもつ਌΁
の支援にয఺を当て、ω΢Ϙϥとਫ਼ਆ科医療機関の࿈ܞに
ついてࢹ察したので報告する。

Ⅱȅ視ख़の期間とང࿚ঔ୭

　クオピオࢢにॅࡏするਫ਼ਆ科医であるHilpi� Soini氏の
コーディωートにより、2016年8月15日から21日の7日ؒ、
KELA（ࣾ会保ݥி事務所）、クオピオࢢ保健センター、
東フィンϥンド大学クオピオキϟンύスにあるクオピオ大
学ප院ਫ਼ਆ医学センターを訪れ、関係৬員と対࿩する機会
を得た。

Ⅲȅ視ख़の内ယ

ˍȅフィンランΡとク΂ピ΂ঌのٽ要

　フィンϥンドは、໘ੵは33.8ສὕであり日本よりやや小
さく、人口は໿549ສ人（2016年4月末時఺）と北海道と΄
΅同͡で、19のݝからなͬている５）。訪問先のクオピオࢢ
は、北サϰォݝクオピオ܊に属し、ϔルシンキから400ᶳ
北東に位ஔし、全໘ੵ3,740ὕの໿3ׂをބਫと৿ྛに෴わ
れた、人口໿10ສ人のフィンϥンドで9番目の人口を有す
る౎ࢢである６）。

ˎȅフィンランΡにおける精神ش医療体制

ӱ保健医療̈́ͣびに精神ش医療΍ービス೹ރのしくみ

のシステムࢱ察では、まͣKELAを訪れ、保健医療福ࢹ　
を学Μͩ。ここは、保健医療福ࢱサーϏスの૭口であり、
保ݥでカόーするサーϏスをΤϏデンスに基づき決定する
機関でもある。フィンϥンドでは、いくつのかの自治体で
20のප院ݍ（Hospital�District）を作り、種々の保健医療
サーϏスの提ڙが図られている。地方自治体に1つ以上の

医療センターがあり、医療͝ݍとにポリクリχックと言わ
れる専門外དྷや地域ප院がある。医療センターはのͪに述
΂るω΢Ϙϥがある保健センターにซઃされているプϥイ
マリέアレϕルの診療を行う外དྷである。地域ප院はࢢ立
ප院のような専門診療科をඋえた入院ප床を有するප院で
ある。体調ෆ調時は、まͣ医療センターの看護師が対Ԡし、
医師の診療が必要と判断されれば、かかりつけ医である
GP（General�Practitioners）による診療が提ڙされる。そ
こで対Ԡしきれなければ、GPの紹介によりポリクリχッ
クや地域ප院を受診し、さらなる専門的治療が必要となれ
ば、大学ප院を受診することになる。このように3つの૚
をなしており７）、基本的にGPの紹介なしに地域ප院も大
学ප院も受診できない。国内に5つある大学ප院はߴ度医
療についてෳ数の医療ݍをカόーするٛ務がある。
　ਫ਼ਆ科医療においては、ෆ安ো֐、身体表現ੑো֐、ܰ
症うつපの診療はプϥイマリέアレϕルであり、医療セン
ターで診療されることになる。中等度のうつපやༀ物依
ଘとなると、GPによりਫ਼ਆ科ポリクリχックが紹介され、
ਫ਼ਆ科医の診療によるༀ物療法やιーシϟルワーカー、臨
床৺理士、ਫ਼ਆ科看護師によるconversational�help（対࿩
的支援）の他、訪問看護や個人やՈ଒、άループਫ਼ਆ療法
が提ڙされる。ॏ症うつප、᪮うつප、౷合ࣦ調症΁の診
療は、ප院ݍにͻとつઃஔされているਫ਼ਆ科ප院やデイϗ
スピタル、リハϏリテーシϣンセンターなどで、ਫ਼ਆ科医
をは͡めਫ਼ਆ医療専門スタッフによる診療が提ڙされるこ
とになͬている８）。
Ӳク΂ピ΂ঌにおける精神ش医療と૶支援

　今回訪問したクオピオࢢは北サϰォݝのප院ݍに属し、
外དྷ診療は5か所の保健センターと7か所のࣃ科医院で行わ
れ、۠͝ॅډとにGPが配ஔされていた。地域ප院として
Harjulaࢢ立ප院があり、ਫ਼ਆ科を除く10の診療科ප౩と
外དྷを有していた。ਫ਼ਆ医療についてはクオピオ大学ප院
と࿈ܞしており、大学ප院ෑ地内にあるAlavaප院におい
ては小ࣇおよび੨年のためのਫ਼ਆ科外དྷ・入院治療が、成
人についてはJulkulaප院でਫ਼ਆ科入院治療が行われ、ク
オピオਫ਼ਆ医学センター（Kuopion-Psykiatrian-Keskus：
KPK）で外དྷ診療ならびにਫ਼ਆ科リハϏリテーシϣンが
提ڙされていた。これらのਫ਼ਆ科医療機関は、北サϰォݝ
全体のප院ݍをカόーしていた。
�察では、KPK（写真１）のintensiveࢹ　 rehabilitation�
teamの看護師、ιーシϟルワーカー、作業療法士、臨床
৺理士らと対࿩できた。KPKはଟ༷なリハϏリテーシϣ
ンプロάϥムを提ڙしており、その中にਫ਼ਆো֐をもつ਌
΁のάループプロάϥムが提ڙされていた。਌のਫ਼ਆো֐
についての子ども΁の説明には「ֆ本を活用している。フ
ィンϥンドでは一般的なものͩ」と࿩し、スタッフが૸ͬ
てֆ本をͬ࣋てきてくれた。フィンϥンドでは、2001年か
ら国Ո的プロジΣクトとして「子どもとՈ଒のためのޮ
果的なプロάϥム開発」が行われ、ࣇಐਫ਼ਆ科医である
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フィンϥンドにおけるω΢Ϙϥとਫ਼ਆ科医療࿈ܞに関するࢹ察報告

Solantaus�Tyttiをリーμーに、ਫ਼ਆো֐をもつ਌とその子
どもためのプロάϥム９）が開発され、そのֆ本もその一؀
として作成されている。筆者がࢀ࣋した上野10）が日本語に
༁したֆ本をͤݟると、「同͡よʂなΜでʁ」とڻいてい
た。Tyttiのプロάϥムは医療保ݥでカόーされ、フィン
ϥンド各地に広まͬていることを実ײできた。プロάϥム
には「਌本人のر๬があればࢀ加することができる。ω΢
Ϙϥから定ظ的な情報提ڙがあり、࿈ܞしながら支援して
いる。対等に࿩し合える関係を大切にしている。」とスタ
ッフは࿩していた。
�察中の࣭問で、筆者らはʠParentࢹ　 with� mental�
illnessʡという言葉をଟ用していたが、Dr.�Hilpiからは「ど
Μなঢ়ଶのਫ਼ਆো֐なのか఻えないと、Կを౴えていいの
かわからない。੍度がҧうから。」とԿ度も言われࠔ࿭し
たが、それは、上述のようにਫ਼ਆো֐のॏ症度にԠ͡て利
用できる医療機関がҟなるからであͬたことが理ղでき
た。

ˏ ȅク΂ピ΂ঌにおけるネウδラと精神ش医療機関との連

携

ӱク΂ピ΂ঌにおけるネウδラ

　೛්࢈・子どもω΢Ϙϥは、೛৷ظ～ब学લの子どもを
もつՈ଒を対象にした、地域の健診・相ஊ支援のڌ఺であ
り、�neuvola�とは、「相ஊ（neuvo）の場」というҙຯで
ある4）。各自治体がઃஔしている保健センター内を࢝め、
それ以外の場所にもઃஔされ、フィンϥンド国内に೛්࢈
ω΢Ϙϥはおよそ800か所、子どもω΢Ϙϥは850か所あ
り11）、೛්࢈は9回から17回、出࢈からब学લまでは15回
の健߁診査（健診）を受け、保健師や助࢈師からアドόイ
スをもらう。母਌と子どもͩけでなくՈ଒全体、ಛに෕਌
のདྷஊがਪ঑されており、これらの健診はແྉである。医
療機関の૭口の໾ׂもあり、出࢈のためのප院指定の他、
種々の医療機関や専門Ոとີ઀に࿈ܞしている。
　クオピオࢢの場合、೛්࢈ω΢Ϙϥは11か所、子どもω
΢Ϙϥは16か所が配ஔされていた６）。ࢹ察では、クオピオ
内にある保健センターを訪問し、1名の子どもω΢Ϙϥࢢ
の保健師と小ࣇ科医と໘ஊできた。保健師は「一人の保健

師は1日に6から7人、一時ؒから90分かけて相ஊを行う。
一年に໘ஊする人数は375人くらい」と࿩し、保健師や助
いのࢥいࢥ、とଌ定用具がありص、師の相ஊࣨは個ࣨで࢈
かわいらしいデコレーシϣンが印象的ͩͬた（写真２、写
真３）。
Ӳ保健Γンターと精神ش医療との連携

　ਫ਼ਆো֐をもつ਌΁の支援については、「ω΢Ϙϥでは
メンタルϔルスのスクリーχンά（Τジンόϥ࢈後うつス
έール）を行ͬており、ਫ਼ਆ࣬ױをٙわれたらਫ਼ਆ科医に
つな͙。ঢ়گによͬては本人のྃঝなしにできる」こと、
もしも、਌がਫ਼ਆපݍのঢ়ଶにあͬたなら「ω΢Ϙϥはク
オピオ大学ප院ਫ਼ਆ科に、24時ؒいつでも電࿩࿈བྷをでき
る」ことが2人の࿩から分かͬた。GPを介ͤͣ、μイレク
トにω΢Ϙϥからਫ਼ਆ科ප院΁র会できる࢓組みがあるこ
とが理ղできた。たいていの場合、਌自身も支援をٻめて
受診するが、受診しない場合は、Ո଒の相ஊにのりながら
受診をଅすなど、受診までの੹೚は大学ප院が࣋つことに
なる。どうしても受診が೉しい場合は、ܯ察がਫ਼ਆ科ප院
を受診さͤる੍度があり、「ܯ察もਫ਼ਆো֐をもつ人の対
Ԡにトレーχンάを受けており、Ϣχークな੍度」ͩと
Hilpi氏は述΂ていた。ω΢Ϙϥの支援者としての立場が
कられているように͡ײた。
　また、ω΢Ϙϥの支援者がਫ਼ਆ࣬ױなどについて਌と࿩
をしにくい場合「クオピオの保健センターには、ਫ਼ਆ科看
護師（Depression�Nurse８））が5人おり、時に਌支援に関

ৢ真ˍ　ク΂ピ΂大学病֭ŌőŌスタッフと ৢ真ˎ　ク΂ピ΂ঌ保健Γンター内ネウδラの௖౴室にて

ৢ真ˏ　ネウδラスタッフとŉiŭpi氏（ऒ後ͧ）
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わͬている」ことも分かͬた。Depression�Nurseは、ಛ別
なトレーχンάを受けたਫ਼ਆ科看護師であり、ܰ度から中
等度レϕルのうつප、ڪා症やෆ安ো֐のある人に対して、
conversational�helpを提ڙし、問題ղ決に໾立つ情報提ڙ
や支援を提ڙする໾ׂを担ͬていた。これはクオピオࢢか
ら他の自治体にも広まͬたとHilpi氏は࿩していた。他に
もՈ଒福ࢱ部門もあり、ιーシϟルワーカーなどが「個人
相ஊ、Ո଒相ஊを受ける。必要にԠ͡て訪問やՈ଒対象の
セϥピーもする」ことも小ࣇ科医の࿩から分かͬた。
ӳネウδラの࿨ڬと֗ޗ෸ࠊ

　ω΢Ϙϥの保健師は「ω΢Ϙϥの目的はҭࠔࣇ೉の༧
๷。Ո଒のストレンάスをݟつけ出すこと、৴頼をஙくこ
とが大切。Feelingをௌくこと、そして自分自身も実௚に
Feelingを఻えられることを大切にしている。」とসإで࿩
してくれた。ࢹ察中、ஸ度二人の子どもを࿈れたएい෉්
がসإで部԰から出てきた。母਌は೛৷中で安৺ײが఻わ
ͬてきた。Ո଒全体を対象にૣظから作る৴頼関係が、ਫ਼
ਆ࣬ױを含む子ҭてظのࠔ೉を支えるૉ地を作ͬているよ
うにࢥえた。
　フィンϥンドの看護師ཆ成はポリテクχックといわれる
Ԡ用科学大学13）で行われ（地ݩではNursing�Schoolとݺば
れている）、ଔ業認定単位は、看護師では210単位、保健師・
師270単位であり、教ҭ࢈士は240単位、および助໋ٹٸٹ
か֨ࢿは3年半から4年半である13）。ω΢Ϙϥは保健師ؒظ
助࢈師֨ࢿを有する者がなれる。໘ஊした保健師は「子ど
ものࠒからω΢Ϙϥで働くと決めていた」とগしরれた༷
子で࿩していた。また、ポリテクχックの入試には「個人
໘઀、集団໘઀の他に৺理テストがあり、対人支援に向か
いない人は入学できない。」と教えてくれた。日本には৺
理検査はないというと、「ͩͬて向かない人はいるでしΐ
うʁ」とڻかれ、対人関係のೳྗがॏ要ࢹされているのが
印象的ͩͬた。ͪなみに大学院教ҭはϢχόーシティ（総
合大学）で提ڙされており、東フィンϥンド大学クオピオ
キϟンύスにも博士コースが開ઃされていた。

Ⅳȅ視ख़かͣංͣͦた精神障害をもつ 

૶への支援　　　　　　　　

ˍȅ支援プυグラムの開発とຽ及

　大学ප院ではΤϏデンスが検証された਌と子ども΁の支
援プロάϥムが実施されており、フィンϥンド国内にී及
していた。また、೛৷ظから子ҭてظまでのω΢Ϙϥとの
࿈ܞ体੍も੔ͬていた。ਫ਼ਆ科医療機関が、਌とその子ど
も΁の支援について手ͩてをͬ࣋ていることは、当事者と
地域支援者にとͬても৺ڧいことであΖう。今後、日本に
おいても、ਫ਼ਆো֐をもつ਌の子ҭてを支える支援方法が
集ੵされ、ී及されることが๬まれる。当事者の๬む支援
をともに作り上͛ていく必要がある。また、医療機関のプ
ロάϥムをより有ޮに活用してもらうためにも、保健機関

と医療機関のີ઀した࿈ܞシステムが必要であることが࠶
確認できた。

ˎȅプライマリケアレαルの支援と連携のਰ実

　専門医療機関を活用することにハードルのߴいフィンϥ
ンドにおいて、保健センター、医療センターなどのプϥイ
マリέアレϕルで広いൣ囲のਫ਼ਆ保健問題がカόーされて
いた。今回のࢹ察では具体的な実践までは明らかにできな
かͬたが、GPの他、Depression�Nurseやιーシϟルワー
カーなど、ਫ਼ਆ科やՈ଒支援を専門としたコ・メディカル
がプϥイマリέアの担い手としての໾ׂを果たしていた。
日本においても、ਫ਼ਆ科医療機関の地域֨差が問題となる
中、コ・メディカルが地域のਫ਼ਆ保健活動によりੵۃ的に
関与していくことが、ਫ਼ਆো֐をもつ਌΁の支援に限らͣ、
地域レϕルでのਫ਼ਆ保健問題の༧๷とૣظ支援ྗの向上に
つながるようにࢥわれた。

ˏȅ対話的支援の基๕づくり

　今回のࢹ察で印象にͬ࢒たのは、支援にしても࿈ܞにし
ても、支援者が৴頼関係や対࿩することをॏࢹしている఺
であͬた。ಛに印象的ͩͬたのは、ਫ਼ਆ科看護師が提ڙす
るconversational�helpであͬた８）。指ಋでもなく、サイコ
セϥピーや৺理療法とも۠別され、対࿩的支援、あるい
は、対࿩による༊しとでも༁ͤるͩΖうか。す΂ての支援
のࠜఈとなる࢟੎のようにࢥう。対࿩をॏࢹする࢟੎は

ʠFeelingをௌき、自分のFeelingを఻えるʡというω΢Ϙ
ϥの言葉にも͡ײられた。このような対象者と対等にかか
わる࢟੎が、ਫ਼ਆো֐をもつ਌、そのՈ଒と৴頼関係をங
き、必要な支援΁つな͙ことをՄೳにしていると考える。
今後、対࿩的支援のࡏり方を୳ٻしていきたい。このよう
な有ҙٛなࢹ察の機会をくれたDr.Hilpi͝෉࠺に৺からײ
謝を఻えたい。
　このࢹ察は、ฏ成28年度科学研究助成金基൫研究B「ਫ਼
ਆ科医療機関におけるਫ਼ਆ࣬ױをもつ਌΁のԁ؀ࣜ子ҭて
支援モデルߏஙに関する研究」（課題番号15H05096）の一
部であり、開示す΂き利益相反はない。
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